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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＲＦＩＤリーダライタモジュールと、アンテナとを備えてなる、ＲＦＩＤタグ機能を備
えたＲＦＩＤリーダライタであって、
　前記ＲＦＩＤリーダライタモジュールは、第１～第４の外部接続端子を備え、
　前記ＲＦＩＤリーダライタモジュールには、前記ＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＦＩＤリ
ーダライタ用ＩＣが内蔵され、
　前記ＲＦＩＤリーダライタ用ＩＣは、第１および第２の送信端子と、受信端子と、第１
および第２のタグ機能端子とを備え、
　前記ＲＦＩＤリーダライタモジュールの内部において、
　前記第１の送信端子は、前記第１の外部接続端子に接続され、
　前記第２の送信端子は、前記第２の外部接続端子に接続され、
　前記第１のタグ機能端子は、少なくとも第１の結合用コンデンサを介して前記第１の外
部接続端子に接続され、
　前記第２のタグ機能端子は、少なくとも第２の結合用コンデンサを介して前記第２の外
部接続端子に接続され、さらに、
　前記第１のタグ機能端子は、前記第３の外部接続端子に接続され、
　前記第２のタグ機能端子は、前記第４の外部接続端子に接続され、
　前記ＲＦＩＤリーダライタモジュールの外部において、前記第１および第２の外部接続
端子と、前記アンテナとが接続されている、ＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＦＩＤリーダラ
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イタ。
【請求項２】
　接続された前記第１の送信端子と前記第１の外部接続端子との間、
　接続された前記第２の送信端子と前記第２の外部接続端子との間、
　前記第１の結合用コンデンサを介して接続された前記第１のタグ機能端子と前記第１の
外部接続端子との間、
　前記第２の結合用コンデンサを介して接続された前記第２のタグ機能端子と前記第２の
外部接続端子との間、
　接続された前記第１のタグ機能端子と前記第３の外部接続端子との間、および、
　接続された前記第２のタグ機能端子と前記第４の外部接続端子との間の少なくとも１つ
に、さらに、必要な電子部品が介在されている、請求項１に記載されたＲＦＩＤタグ機能
を備えたＲＦＩＤリーダライタ。
【請求項３】
　前記ＲＦＩＤリーダライタモジュールの外部において、前記第１の外部接続端子と前記
第３の外部接続端子との間、および、前記第２の外部接続端子と前記第４の外部接続端子
との間の少なくとも一方に、特性の調整用または変更用のコンデンサが接続されている、
請求項１または２に記載されたＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＦＩＤリーダライタ。
【請求項４】
　前記ＲＦＩＤリーダライタモジュールの外部において、前記アンテナと並列に、共振周
波数調整用のコンデンサが接続されている、請求項１ないし３のいずれか１項に記載され
たＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＦＩＤリーダライタ。
【請求項５】
　前記ＲＦＩＤリーダライタモジュールの内部において、前記アンテナと並列に、共振周
波数調整用のコンデンサが接続されている、請求項１ないし４のいずれか１項に記載され
たＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＦＩＤリーダライタ。
【請求項６】
　第１～第４の外部接続端子を備えるとともに、ＲＦＩＤリーダライタ用ＩＣが内蔵され
た、ＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＦＩＤリーダライタモジュールであって、
　前記ＲＦＩＤリーダライタ用ＩＣは、第１および第２の送信端子と、受信端子と、第１
および第２のタグ機能端子とを備え、
　前記第１の送信端子は、前記第１の外部接続端子に接続され、
　前記第２の送信端子は、前記第２の外部接続端子に接続され、
　前記第１のタグ機能端子は、少なくとも第１の結合用コンデンサを介して前記第１の外
部接続端子に接続され、
　前記第２のタグ機能端子は、少なくとも第２の結合用コンデンサを介して前記第２の外
部接続端子に接続され、さらに、
　前記第１のタグ機能端子は、前記第３の外部接続端子に接続され、
　前記第２のタグ機能端子は、前記第４の外部接続端子に接続された、ＲＦＩＤタグ機能
を備えたＲＦＩＤリーダライタモジュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＦＩＤリーダライタに関し、さらに詳しくは、
後からＲＦＩＤリーダライタモジュールの特性を調整、変更することが可能な、ＲＦＩＤ
タグ機能を備えたＲＦＩＤリーダライタに関する。また、本発明は、上記ＲＦＩＤタグ機
能を備えたＲＦＩＤリーダライタに使用される、ＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＦＩＤリー
ダライタモジュールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近時、情報を保存し、近距離から無線通信により取出すようにしたＲＦＩＤシステムが
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、有用なものとして、商品タグ、交通機関の乗車カード、社員証などに多用されている。
【０００３】
　ＲＦＩＤシステムは、ＲＦＩＤタグとＲＦＩＤリーダライタとから構成され、対をなし
て使用される。具体的には、ＲＦＩＤタグは、ＲＦＩＤリーダライタから伝送されたエネ
ルギーで作動し、ＲＦＩＤリーダライタから伝送された情報を、たとえば、ＩＣ内のメモ
リ部に保存する。また、ＲＦＩＤタグは、ＲＦＩＤリーダライタから伝送されたエネルギ
ーで作動し、保存された情報を、ＲＦＩＤリーダライタに伝送する。
【０００４】
　このようなＲＦＩＤシステムに使用されるＲＦＩＤリーダライタの中には、ＲＦＩＤリ
ーダライタとしての機能に加えて、ＲＦＩＤタグとしての機能を兼ね備えたものがある。
たとえば、特許文献１（特開２００８‐２２４３５号公報）には、ＲＦＩＤリーダライタ
として、他のＲＦＩＤタグに情報を書き込んだり、他のＲＦＩＤタグから情報を読み出し
たりする機能に加え、ＲＦＩＤタグとして、他のＲＦＩＤリーダライタに情報を書き込ま
れたり、他のＲＦＩＤリーダライタから情報を読み出されたりする機能を兼ね備えた、携
帯端末が開示されている。この携帯端末は、２つの機能を１つで果たすことができるため
、非常に利便性の高いものである。
【０００５】
　一方、ＲＦＩＤリーダライタやＲＦＩＤタグにおいては、製造時の生産性を向上させる
などの目的で、主要構成のモジュール化が進められている。たとえば、ＲＦＩＤリーダラ
イタにおいては、アンテナ以外のほとんどの構成を１つに組み込んだＲＦＩＤリーダライ
タモジュールを予め製造しておき、ＲＦＩＤリーダライタを製造するにあたっては、その
ＲＦＩＤリーダライタモジュールと、アンテナと、他のわずかな電子部品を組み立てれば
良いようにしている。また、ＲＦＩＤタグにおいても、同様に、主要構成のモジュール化
が進められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８‐２２４３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述した、ＲＦＩＤリーダライタやＲＦＩＤタグの主要構成のモジュール化は、ＲＦＩ
ＤリーダライタやＲＦＩＤタグを製造する際の生産性を向上させるものであり、非常に有
益なものである。しかしながら、ＲＦＩＤリーダライタモジュールやＲＦＩＤタグモジュ
ールは、いったん製造してしまうと、特性を調整したり、特性を変更したりすることが、
極めて難しいという問題があった。たとえば、モジュールに組み込んだコンデンサの容量
値は、コンデンサの取り換えが必要になるため、後から変更することは極めて難しかった
。
【０００８】
　しかしながら、ＲＦＩＤリーダライタやＲＦＩＤタグの製造工程において、しばしば、
モジュールの特性の変更が求められることがあった。たとえば、あるアンテナと組み合わ
せて使用するために、そのアンテナとの整合性を考慮してＲＦＩＤリーダライタモジュー
ルを設計し、予め製造していたところ、何らかの理由（品不足、不良品の発生など）で、
そのアンテナを入手できなくなる場合があった。この場合には、代替のアンテナを使用せ
ざるを得ないが、インピーダンスが異なるなどの理由により、モジュールの特性を変更せ
ざるをえない場合があった。そして、モジュールの特性を変更できない場合は、改めて、
代替のアンテナと整合するＲＦＩＤリーダライタモジュールを設計し、製造し直さなけれ
ばならず、かつ、既に製造していたＲＦＩＤリーダライタモジュールが不良在庫になって
しまうことがあった。
【課題を解決するための手段】
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【０００９】
　本発明は、上述した従来技術の有する課題を解決するためになされたものである。具体
的には、本発明は、ＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＦＩＤリーダライタにおいて、後から、
モジュールの特性の調整、変更を可能にした。その手段として、本発明のＲＦＩＤタグ機
能を備えたＲＦＩＤリーダライタは、ＲＦＩＤリーダライタモジュールと、アンテナとを
備え、ＲＦＩＤリーダライタモジュールは、第１、第２、第３、第４の外部接続端子を備
え、ＲＦＩＤリーダライタモジュールには、ＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＦＩＤリーダラ
イタ用ＩＣが内蔵され、ＲＦＩＤリーダライタ用ＩＣは、第１、第２の送信端子と、受信
端子と、第１、第２のタグ機能端子を備え、ＲＦＩＤリーダライタモジュールの内部にお
いて、第１の送信端子が第１の外部接続端子に接続され、第２の送信端子が第２の外部接
続端子に接続され、第１のタグ機能端子が少なくとも第１の結合用コンデンサを介して第
１の外部接続端子に接続され、第２のタグ機能端子が少なくとも第２の結合用コンデンサ
を介して第２の外部接続端子に接続され、さらに、第１のタグ機能端子が第３の外部接続
端子に接続され、第２のタグ機能端子が第４の外部接続端子に接続され、ＲＦＩＤリーダ
ライダモジュールの外部において、第１、第２の外部接続端子と、アンテナとが接続され
るようにした。
【００１０】
　なお、接続された第１の送信端子と第１の外部接続端子との間、接続された第２の送信
端子と第２の外部接続端子との間、第１の結合用コンデンサを介して接続された第１のタ
グ機能端子と第１の外部接続端子との間、第２の結合用コンデンサを介して接続された第
２のタグ機能端子と第２の外部接続端子との間、接続された第１のタグ機能端子と第３の
外部接続端子との間、接続された第２のタグ機能端子と第４の外部接続端子との間の少な
くとも１つに、さらに、必要な電子部品を介在させるようにしても良い。この場合には、
さらに、フィルタ回路、整合回路などの、周辺回路を構成することができる。
【００１１】
　また、ＲＦＩＤリーダライダモジュールの外部において、第１の外部接続と第３の外部
接続端子の間、第２の外部接続と第４の外部接続端子の間の少なくとも一方に、コンデン
サを接続するようにしても良い。この場合には、ＲＦＩＤリーダライダモジュールの特性
を調整または変更することができる。
【００１２】
　また、ＲＦＩＤリーダライダモジュールの外部において、アンテナと並列に、コンデン
サを接続するようにしても良い。この場合には、共振周波数を調整することができる。
【００１３】
　また、ＲＦＩＤリーダライダモジュールの内部において、アンテナと並列に、コンデン
サを接続するようにしても良い。この場合には、共振周波数を調整することができる。
【００１４】
　また、本発明のＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＲＦＩＤリーダライタモジュールは、第１
、第２、第３、第４の外部接続端子を備えるとともに、ＲＲＦＩＤリーダライタ用ＩＣが
内蔵され、ＲＦＩＤリーダライタ用ＩＣは、第１、第２の送信端子と、受信端子と、第１
、第２のタグ機能端子を備え、第１の送信端子が第１の外部接続端子に接続され、第２の
送信端子が第２の外部接続端子に接続され、第１のタグ機能端子が少なくとも第１の結合
用コンデンサを介して第１の外部接続端子に接続され、第２のタグ機能端子が少なくとも
第２の結合用コンデンサを介して第２の外部接続端子に接続され、さらに、第１のタグ機
能端子が第３の外部接続端子に接続され、第２のタグ機能端子が第４の外部接続端子に接
続されるようにした。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明のＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＦＩＤリーダライタは、上述した構造としたため
、後から容易にＲＦＩＤリーダライタモジュールの特性を調整、変更することができる。
【図面の簡単な説明】



(5) JP 5626043 B2 2014.11.19

10

20

30

40

50

【００１６】
【図１】本発明の第１実施形態にかかるＲＦＩＤリーダライタ１００を示す斜視図である
。
【図２】図１に示したＲＦＩＤリーダライタ１００の等価回路図である。
【図３】本発明の第２実施形態にかかるＲＦＩＤリーダライタ２００を示す斜視図である
。
【図４】図３に示したＲＦＩＤリーダライタ２００の等価回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面とともに、本発明を実施するための形態について説明する。
【００１８】
　［第１実施形態］
　図１および図２に、本発明の第１実施形態にかかるＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＦＩＤ
リーダライタ１００を示す。ただし、図１は斜視図、図２は等価回路図である。
【００１９】
　ＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＦＩＤリーダライタ１００は、マザー基板１を備える。
【００２０】
　マザー基板１上には、ＲＦＩＤリーダライタモジュール２が実装されている。
【００２１】
　ＲＦＩＤリーダライタモジュール２は、基板３を備える。基板３の表面には、ＲＦＩＤ
リーダライタ用ＩＣ４と、結合用コンデンサＣ５１、Ｃ５２と、共振周波数調整用コンデ
ンサＣ３と、その他、特定の機能を果たしたり、周辺回路を構成したりする、複数の種類
からなる複数個の電子部品５が実装され、さらに樹脂６がモールドされている。そして、
ＲＦＩＤリーダライタモジュール２は、基板３の端面に、外部接続用端子Ｔ１、Ｔ２、Ｔ
３、Ｔ４が形成されている。
【００２２】
　なお、図１においては、内部が見えるように樹脂６の図示を省略し、鎖線で示している
。また、図１に示したＲＦＩＤリーダライタモジュール２の内部の電子部品５は、参考例
として示したものであり、図２に示した等価回路とは厳密には一致していない。
【００２３】
　ＲＦＩＤリーダライタ用ＩＣ４は、ＲＦＩＤタグに対して伝送する情報を送り出す機能
、ＲＦＩＤタグから伝送された情報を受け取る機能、他のＲＦＩＤリーダライタから伝送
された情報を書き込む機能、他のＲＦＩＤリーダライタの命令に従って書き込まれた情報
をそのＲＦＩＤリーダライタに送り出す機能などを備える。そして、ＲＦＩＤリーダライ
タ用ＩＣ４は、ＲＦＩＤタグへ情報を送り出す送信端子ＴＸ１、ＴＸ２と、ＲＦＩＤタグ
からの情報を受け取る受信端子ＲＸと、ＲＦＩＤタグとして情報を受け取りかつ送り出す
タグ機能端子ＰＦ１、ＰＦ２を備える（図１においては図示せず）。
【００２４】
　そして、ＲＦＩＤリーダライタモジュール２の内部において、次の接続がなされている
。
【００２５】
　まず、送信端子ＴＸ１が、コイルＬ１、コンデンサＣ２１を介して、外部接続端子Ｔ１
に接続され、送信端子ＴＸ２が、コイルＬ２、コンデンサＣ２２を介して、外部接続端子
Ｔ２に接続されている。
【００２６】
　また、タグ機能端子ＰＦ１が、結合用コンデンサＣ５１を介して、外部接続端子Ｔ１に
接続され、タグ機能端子ＰＦ２が、結合用コンデンサＣ５２を介して、外部接続端子Ｔ２
に接続されている。
【００２７】
　さらに、タグ機能端子ＰＦ１が外部接続端子Ｔ３に接続され、タグ機能端子ＰＦ２が外
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部接続端子Ｔ４に接続されている。
【００２８】
　また、コイルＬ１とコンデンサＣ２１の接続点と、コイルＬ２とコンデンサＣ２２の接
続点との間に、直列に接続されたコンデンサＣ１１、Ｃ１２が接続されている。そして。
コンデンサＣ１１とＣ１２の接続点が、グランドに接地されている。
【００２９】
　また、コンデンサＣ２１と外部接続端子Ｔ１との接続点と、コンデンサＣ２２と外部接
続端子Ｔ２との接続点との間に、共振周波数調整用コンデンサＣ３が接続されている。
【００３０】
　さらに、抵抗Ｒ１、コンデンサＣ７を介して、外部接続端子Ｔ２と受信端子ＲＸが接続
され、かつ、受信端子ＲＸが、抵抗Ｒ２、コンデンサＣ８を介してグランドに接続されて
いる。
【００３１】
　一方、ＲＦＩＤリーダライタモジュール２の外部においては、マザー基板１の表面に、
スパイラル状の導電線路パターンによりアンテナ７が形成されている。そして、アンテナ
７の一方端が、ＲＦＩＤリーダライタモジュール２の外部接続端子Ｔ１に、アンテナ７の
他方端が、ＲＦＩＤリーダライタモジュール２の外部接続端子Ｔ２に、それぞれ接続され
ている。
【００３２】
　図１においては、アンテナ７は、２周のスパイラル状になっているが、１周であっても
良いし、２周より多くても良い。なお、２周以上のスパイラル状である場合には、導電線
路パターンは途中で交差する。このため、本実施形態では、図１に示すように、交差部分
に、導電線路パターンを相互に絶縁する絶縁層８を設けている。あるいは、これに代えて
、マザー基板１を貫通させて１対のスルーホールを形成し、短絡しないように、一方の導
電線路パターンをマザー基板１の裏面側に迂回させるようにしても良い。
【００３３】
　そして、マザー基板１上には、アンテナ７に対して並列に接続されるように、共振周波
数調整用コンデンサＣ４が実装されている。
【００３４】
　かかる接続構造からなるＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＦＩＤリーダライタ１００におい
て、結合用コンデンサＣ５１、Ｃ５２は、ＲＦＩＤリーダライタ用ＩＣ４のタグ機能端子
ＰＦ１、ＰＦ２を、アンテナ７に結合させるためのものである。結合用コンデンサＣ５１
、Ｃ５２には、アンテナ７のインピーダンスなどに応じて、適切な容量値のコンデンサが
使用される。
【００３５】
　また、ＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＦＩＤリーダライタ１００において、コイルＬ１、
Ｌ２、コンデンサＣ１１、Ｃ１２は、フィルタ回路を構成している。
【００３６】
　また、コンデンサＣ２１、Ｃ２２は、ＤＣカットに用いられている。
【００３７】
　また、ＲＦＩＤリーダライタモジュール２の内部に設けられた共振周波数調整用コンデ
ンサＣ３と、ＲＦＩＤリーダライタモジュール２の外部に設けられた共振周波数調整用コ
ンデンサＣ４は、両者でＲＦＩＤリーダライタ１００の共振周波数を調整するのに用いら
れている。なお、共振周波数調整用コンデンサＣ３の容量値を、共振周波数調整用コンデ
ンサＣ４の容量値よりも大きくして、共振周波数調整用コンデンサＣ３を粗調用、共振周
波数調整用コンデンサＣ４を微調用とすれば、より精度の高い周波数調整をおこなうこと
ができる。この場合には、粗調用の共振周波数調整用コンデンサＣ３には、共振周波数を
調整するために必要な容量値よりも小さな容量値を備えたコンデンサを使用してＲＦＩＤ
リーダライタモジュール２を設計、製造しておき、不足する容量値は、微調用の共振周波
数調整用コンデンサＣ４で補うようにすれば良い。
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【００３８】
　さらに、抵抗Ｒ１、コンデンサＣ７、抵抗Ｒ２、コンデンサＣ８は、受信端子ＲＸに入
力される信号の振幅とＤＣバイアスを調整するのに用いられている。
【００３９】
　なお、本実施形態にかかるＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＦＩＤリーダライタ１００にお
いては、ＲＦＩＤモジュール２の外部接続端子Ｔ３、Ｔ４は、それぞれ、マザー基板１に
形成された配線には接続されているが、それらの配線がいずれの機能ないし電子部品にも
接続されていないため、終端した状態となっている。しかしながら、マザー基板１に形成
されたランドＰ１にコンデンサを実装すれば、外部接続端子Ｔ１とＴ３との間、いいかえ
れば、結合用コンデンサＣ５１と並列にコンデンサを接続することができる。同様に、マ
ザー基板１に形成されたランドＰ２にコンデンサを実装すれば、外部接続端子Ｔ２とＴ４
との間、いいかえれば、結合用コンデンサＣ５２と並列にコンデンサを接続することがで
きる。すなわち、ＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＦＩＤリーダライタ１００においては、後
から、ＲＦＩＤリーダライタモジュール２の内部の結合用コンデンサＣ５１、Ｃ５２の容
量値を、調整ないし変更することができる。
【００４０】
　ＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＦＩＤリーダライタ１００は、ＲＦＩＤリーダライタとし
て使用する場合には、ＲＦＩＤリーダライタ用ＩＣ４の送信端子ＴＸ１、ＴＸ２から送り
出された情報を、アンテナ７を経由して、ＲＦＩＤタグに伝送し、ＲＦＩＤタグから伝送
された情報を、アンテナ７を経由して、ＲＦＩＤリーダライタ用ＩＣ４の送信端子４の受
信端子ＲＸで受け取る。一方、ＲＦＩＤタグとして使用する場合には、ＲＦＩＤリーダラ
イタ用ＩＣ４のタグ機能端子ＰＦ１、ＰＦ２が、他のＲＦＩＤリーダライタからの信号に
応じてインピーダンスを変化させ、信号の反射状態を変化させることにより、他のＲＦＩ
Ｄリーダライタと通信をおこない、他のＲＦＩＤリーダライタから伝送された情報をＲＦ
ＩＤリーダライタ用ＩＣ４に保存し、また、ＲＦＩＤリーダライタ用Ｃ１４に保存した情
報を他のＲＦＩＤリーダライタに伝送する。
【００４１】
　ＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＦＩＤリーダライタ１００は、たとえば、次の方法で製造
することができる。
【００４２】
　まず、表面に予めアンテナ７が形成された、マザー基板１を準備する。
【００４３】
　また、ＲＦＩＤリーダライタモジュール２を製造するために、表面に予め所定の配線が
形成されるとともに、端面に外部接続用端子Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３、Ｔ４が形成された基板３
を準備する。そして、基板３に、ＲＦＩＤリーダライタ用ＩＣ４と、結合用コンデンサＣ
５１、Ｃ５２と、共振周波数調整用コンデンサＣ３と、所定の電子部品５を、たとえば、
リフローはんだにより実装する。
【００４４】
　そして、ＲＦＩＤリーダライタ用ＩＣ４、結合用コンデンサＣ５１、Ｃ５２、共振周波
数調整用コンデンサＣ３、所定の電子部品５が実装された基板３の表面に、加熱されて半
溶融状態となった熱硬化性樹脂のシートを被覆し、さらに加熱して硬化させて、樹脂６を
形成し、ＲＦＩＤリーダライタモジュール２を完成させる。
【００４５】
　次に、マザー基板１に、ＲＦＩＤリーダライタモジュール２と、共振周波数調整用コン
デンサＣ４と、その他の必要な電子部品（図示せず）を、たとえば、リフローはんだによ
り実装する。
【００４６】
　マザー基板１に、ＲＦＩＤリーダライタモジュール２と、第２共振周波数調整用コンデ
ンサＣ４と、その他の必要な電子部品を実装することにより、本実施形態にかかるＲＦＩ
Ｄタグ機能を備えたＲＦＩＤリーダライタモジュール１００は完成する。
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【００４７】
　以上、第１実施形態にかかるＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＦＩＤリーダライタ１００、
およびその製造方法の一例について説明した。しかしながら、本発明がこれらの内容に限
定されることはなく、発明の主旨に沿って、種々の変更を加えることができる。
【００４８】
　たとえば、ＲＦＩＤリーダライタモジュール２において、構成される回路は任意であり
、上述した内容には限られない。また、ＲＦＩＤリーダライタ用ＩＣ４、第１共振周波数
調整用コンデンサＣ３などが実装された基板３を、樹脂６により保護するのではなく、た
とえば、金属ケースなどで保護するようにしても良い。
【００４９】
　また、アンテナ７の形状や大きさも任意であり、上述した内容には限られない。また、
アンテナ７は、マザー基板１の表面に形成するのではなく、別部品として構成し、マザー
基板３の表面に実装するようにしても良い。
【００５０】
　なお、本発明においては、送信端子とタグ機能端子は２端子となっているが、１端子で
同様の構成に展開することも考えられる。この場合には、外部接続端子Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３
、Ｔ４はそれぞれ対応した端子のみとなる。
【００５１】
　［第２実施形態］
　図３および図４に、本発明の第２実施形態にかかるＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＦＩＤ
リーダライタ２００を示す。ただし、図３は斜視図、図４は等価回路図である。
【００５２】
　ＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＦＩＤリーダライタ２００は、上述した第１実施形態にか
かるＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＦＩＤリーダライタ１００（図１および図２参照）の、
ランドＰ１にコンデンサＣ６１が、ランドＰ２にコンデンサＣ６２が、それぞれ実装され
ている。この結果、コンデンサＣ６１は、ＲＦＩＤリーダライタモジュール２の内部の結
合用コンデンサ５１と並列に接続され、コンデンサＣ６２は、ＲＦＩＤリーダライタモジ
ュール２の内部の結合用コンデンサ５２と並列に接続されている。
【００５３】
　コンデンサＣ６１、Ｃ６２は、ＲＦＩＤリーダライタモジュール２の特性を、調整ない
し変更するためのものである。
【００５４】
　すなわち、ＲＦＩＤリーダライタモジュール２を製造した後に、結合用コンデンサＣ５
１、Ｃ５２の容量値が不足することが判明した場合には、不足分の容量値を備えたコンデ
ンサＣ６１、Ｃ６２を実装することにより、両者を合わせた適正な容量値に調整すること
ができる。
【００５５】
　また、ＲＦＩＤリーダライタモジュール２を設計し、製造した後に、ＲＦＩＤリーダラ
イタ２００に使用するアンテナ７が変更になったような場合には、コンデンサＣ６１、Ｃ
６２を実装することにより、タグ機能端子ＰＦ１とアンテナ７の間の結合容量値を変更し
、適正な結合を得ることができる。
【００５６】
　ＲＦＩＤリーダライタ２００の他の構成は、図１および図２に示した、第１実施形態に
かかるＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＦＩＤリーダライタ１００と同様である。
【符号の説明】
【００５７】
１： マザー基板
２、１２：ＲＦＩＤリーダライタモジュール
３：基板
４、１４：ＲＦＩＤリーダライタ用ＩＣ
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５：電子部品
６：樹脂
７：アンテナ
８：絶縁層
１００、２００：ＲＦＩＤタグ機能を備えたＲＦＩＤリーダライタ
Ｃ３、Ｃ４：共振周波数調整用コンデンサ
Ｃ５１、Ｃ５２：結合用コンデンサ
Ｃ６１、Ｃ６２：コンデンサ（容量値の調整ないし変更用）
ＴＸ１、ＴＸ２：送信端子
ＲＸ：受信端子
ＰＦ１、ＰＦ２：ＲＦＩＤタグ機能用端子
Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３、Ｔ４：外部接続用端子

【図１】 【図２】
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